
自己決定を促す生活科の学習
一複式低学年「ふしぎなポケット」の実践から一

佐　和　真由美

1　はじめに

子どもたちは,元来さまざまなものに興味や関心を示す。ただ目に映り耳に聞こえるものに引き

つけられることもあるが,自分の今までの知識や経験と違う時,またはそれらを越えるものに出会っ

た時に,「どうしてだろう。」「どうすればいいのだろう。」「こうしてみよう。」と,次への活動に結

びつくことが多い。しかし,豊かな環境が整えば整うほど「どうすれば・・・」と思う前に周囲が解決

を図り,いつしか自分で考え,判断し,行動する必要がなくなってきているのではないだろうか。

そこで,子どもたちにとって楽しく活動でき,自分の生活経験を広げていきながら,やり遂げた達

成感のもてる学習材との出会いを考え,本実践を行った。

2　活動の実際

複式低学年(1年男子4名,女子4名,2年男子4名,女子4名)

(1)単元について

食べることは,誰でも大好きである。食べ物のおいしさに,また和らいだ雰囲気の中での友達と

のおしゃべりに心が弾むからであろう。まして,その食べ物を自分たちが作って食べる楽しさには

格別なものがある。本単元では,パーティーの計画や準備・買い物・調理などを通して,収穫の喜

びや自分たちで作り上げる喜びを味わい,お店の人や招待した人との応対の仕方を学ぶことができ

るであろう。また,この単元をきっかけにして自分の日常生活を振り返り,「自分と家族」へと活動

を広げていくことができるであろう。

本学級の児童は,帝釈交流活動でカレーライス作りを,複式全体の活動で芋パーティーを経験し

調理や会食に喜んで取り組んでいた。しかし,「楽しかった。今度も～してほしい。」という感想が

多かった。これは,いずれも準備された中での活動だったので,準備の大変さや様々な工夫に思い

を及ぼすことがまだできず,自分たちでやり遂げたという満足感を伴った楽しさを味わえてはいな

かったからだと思われる。また,日常生活においても,低学年であるため何事も周囲からしてもら

うことが多いためだと思われる。

そこで,導入では,児童の関心の高い調理活動を連想させるものをポケットから出すことによっ

て,何を作り,どんな準備をすればよいのかを考えていく。また,使えるお金を一人50円に限定し

て提示することで,買い物や準備での工夫の必要性に気づくようにしていく。この話し合い活動の

中で,自分たちが作りたいものを選択し,これからの活動に見通しをもてれば,最後まで主体的に

取り組めるのではないかと思う。そして,準備やパーティーなどを通して生活経験を広げ,招待す

る側の思いを実感することができれば,自分の日常生活を振り返り,これからどのように行動して

いけば良いのかに気づくきっかけになるであろう。本単元で,一つ一つの活動を自分たちの手でや

り遂げたという満足感を味わい,意欲をもって次の活動に取り組むようになることを期待している。

(2)学習のねらい

・友達と協力して調理をし,パーティーを楽しむことができる。

・招待した人と共に楽しむための工夫を考えることができる。

・買い物の工夫やお店の人への適切な応対の仕方に気づくことができる。
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(3)活動内容と計画

第一次　ふしぎなポケットから～パーティーの計画を立てよう　…1時間

第二次　パーティーの準備をしよう

第三次　みんなでパーティーだ!!

第四次　楽しかったねへ′振り返ってみよう

・‥5時間

…3時間

‥・1時間

(射「ふしぎなポケットから」生まれる

①　本時のねらい

自分たちで準備をしてパーティーを開こうという意欲をもつことができる。

②　授婁仮説

話し合い活動の中で自分たちのしたいことを選択するならば,最後まで意欲をもって活動に取

り組むであろう。

③　準　傭

指導者　ポケット(50円・お箸・ホットプレートの絵など)

⑥　評価の観点

関 心 ・意 欲 ・態 度　 どの ようにパーテ ィーに参加 しようとしているか。

i 思　 考 。 表　 現　 自分の したい ことや気持 ちをどのように相手 に伝 えようとしているか0

環境や 自分への気づ き　 買い物の工夫や応対の仕方について, どのように気づいているか。

(訂　活動の展開

!
指 導 0 支援活動学習活 動　　　　　　　　 み とりの視点

思議なポケ ット　 ○調理 したい ものをどの よう 1　 楽 しい雰囲気の中で, 歌 か ら実際の

身か らイメー ジ　　 に思 い浮かべ ることがで き ポケ ッ トへ とつなげてい く。

2　 予 算 は一 人5 0円 で あ る こ とを知 ら

げる。　　　　　　 たか。

理の計 画を立て　 ○ どのように話 し合 いに参加

ているか。 せ, み んなで工夫 して活動 をしていけ

りたい もの　　　 ○ これ までの 自分の経験 をど るように促す。

3　 栽培中の野菜の利用や招待者 につい

僻す ること の よ うに振 り返 って い る

か。

し合 った ことを　 ○ どのように話 し合 った こと

す る。　　　　　　 を表現 しよ う と して い る て考 えるグループがあれ ば, 活 動を高

理 のイメー ジ画　　 か。 めるもの として認 め, みんなにも広 め

借物

ーテ ィーの計画　 ○お互 いの考 えをどのように

るようにしてい く。

4　 みんなのパーティーにするために,

て る。　　　　　　　 取 り入 れ よ う として い る できるだ け一人一・人 の発表 を板書 に位

段調べ か。 置づけるようにする。

い物

待状作 りな ど
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(授業後の活動)

自分たちで考 えた 〇日分 で考えた ことにどのよ 自分 な りに見通 しをもって取 り組 もう

計画に沿って, 値段 うに取 り組 もうとしている としている意欲 を認め, 励 ましてい く。

調 べ な どを して い

く。

か。

(む　本時での子どもは・・・

♪こんな不思議なポケットがほしい～♪

ポケットの中から,教師が,まずお箸,ホットプレート

そして50円を取り出した。ポケットから何が出るだろうと

いう期待感をもたせ,料理のイメージを広げたかったから

である。いろいろな料理名が出たところで,グループでの

話し合いに移った。

ここでは,生活経験の多い子がリードをとりがちなので

みんなの課葛になるように,お助けとしてポケットから広

告を取り出した。

使えるお金が一人50円,しかもホットプレートを使うと

いうことで,自分たちで作れるものを作りたい料理の中か

ら話し合って選んでいったところ,焼きそばとチャーハン

に料理が絞られた。同じ料理になったので,他との違いを

出すために自分たちなりのセールスポイントを考え出して

いった。そのこだわりは,発表時のつけたし発言によく表

れていた。「私はお父さんからチャーハンの作り方を教えて

もらってるから,教えてあげるね。」と友達に得意そうに話

す子もいれば,「本当に作るの?」と半信半疑の子もいて,

「これからこうしよう。」「これからどうしたらいいのか?」

という先の活動へのさまざまな思いを抱くことができた。

これ0、う

ほうもうの払う

セうぐきそろえる

芸三こ㌘二、・
行う此やすい)

しよう「こい

しょうたいhう

そ伍た㌣さい

<各班の料理名>

1班:デラックスやきそば

2班:スペシャルチャーハン

3班:しょうゆチャーハン

4班:とくせいチャーハン

(5)考えて,考えて～パーティーの準備

①　招待者あればこそ

「誰かを招待したい。」という思いを導入時から抱き,誰に来ていただくか,これカさらの準備はど

うするのかを次時に話し合った。「養護さんに秋祭りに招待してもらったから,そのお礼に招待した

い。」と,全員一致で決まった。ここから,自分たちが招かれた時の嬉しさを味わった子どもたちは,

「喜んでもらいたい。」という思いで準備を進めて

いった。招待状や飾りつけなど,自分たちだけのお

楽しみの時には「もうできた。」と早々とすませ時間

を持てあます子も,ていねいに時間をかけて作る姿

が見えた。また,お互いに声をかけ合い時には厳しく

批評し合いながら,休憩時間や早く帰る支度をして

できた少しの空き時間をも利用して準備をしていっ

た。もてなしたい相手があればこその姿である。

こうしてでき上がった招待状を渡しに行く時の表

情は,どの子もとても嬉しそうであった。そして,
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教室への帰り道「ありがとう。と言われたよ。」と何度も繰り返し,ますますおいしい料理を作らな

ければ,と日々に話し合っていた。

②　エ夫を生む58円

一一人50円で一班200円。これが,約10人分の予算である。『自分の』おこづかいでできるパーティー

にと考えたからである。自分たちが欲しいだけ買えばかえって手に余り,家から持ってくるのでは

『自分たちで』やり遂げたことにはならないので,この活動の大切な条件のひとつとして,提示し

た。喜んでもらうためにおいしい料理をと考えた子どもたちは,何度も値段調べをして少しでも安

い店を調べたり(左図),2年生が自然にリードして一生懸命計算をしたり(右図)するようになっ

た。そして,チャーハンのお米はとても高いので,田舎のおばあちゃんから送ってもらったお米を

炊こう。ネギとじゃがいもは,今まで育ててきた野菜を少しずつ分け合おうということになった。

そのうち,保護者から楽しみにしているパーティーのデザートとして田舎から送ってもらたみかん

をいただくことにもなった。給食で出たしょうゆやソースも大切な(高くて買えない)調味料とし

て使うことになった。
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パーティーの前々日,買い物に出かけた。大切なお金である。お店の中を見て回ってから一番安

い品物を買うことになった。玉ねぎを比べたり,安売りのそばを見つけたり,何度もメモと比べて

足りないものをチェックしたりしていた。「このおかしすごく高い。」とうなづき合いながらじっと

見つめていた。予どもたちにとって,1円2円を考えなければならない今回の買い物が,日頃使っ

ているお金のねうちについて振り返る機会になったようである。

③　わたし,がんばる!

焼きそばにもチャーハンにも大切なベーコンなどは,値段調べの時に,お肉屋さんなら1枚でも売っ

てくれることを調べていた。スーパーの帰りにその店に寄ったが,100グラム単位で表示してあるた

め,とても買えそうにない。店の人は準備に忙しくなかなか話しかけてもらえない。この時,後ろ

にいた子が前に進み出て,

C:すいません。この前開きに来た時に,こんな小さなウインナーがあったんですけど。

S:ああ,あるよ。ここに出してないけどね。　(言いながら冷蔵庫から)

C:これです。これ4本いくらですか。

S:55円だよ。

C:えっ,足りない。…この前は,確か45円だと言われました。(メモを見ながら)

S:値段が上がったんだよ。

C:(相談しているが,どうしていいか分からない。そのうち,他のグループも質問し始めて)

C:じゃあ,3本にして下さい。

S:はい。53円だよ。
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限られた予算の中でどうしてもこれを買わなければ。という思いがあるからこそ,普段控えめな

子が必死にお店の人に問いかけることができたのであろう。よりよい買い物をするために,値段調

べや実際の買い物の場面で,人との適切な応対の仕方を学ぶことができたと言える。こうして買っ

た品物は,二重三重に手提げ袋に入れ,学校に持ち帰った。

(6)わくわくパーティーだよ

料理の作り方を見やすくメモに書き写してきた子,パ

ソコンで,チャーハンの作り方を印刷してきた子,朝早

く来てねぎを摘んだ子と,やる気満々のパーティー当日

であった。

「私は,皮むきを練習してきたからさせて。」と積極的

に仕事を見つけて動く子が多かった。中には,「僕はお料

理をしたことがないんだ。」と言いながらも自分がしなけ

ればでき上がらない状況に,得意な子のお手本を見なが

ら全員が包丁を持ち,食べやすいように細かく材料を

切っていった。

ホットプレートから香ばしい匂いが漂い始め,次々に「で

きたよ。」と言う歓声が上がった。テーブルをセットして養護

さんとのパーティーが始まった。子どもたちの頬はゆるみっ

ぱなしであった。「ぼくは,A君がチャーハンを口に入れる時

どきどきしました。『おいしい。とってもおいしい。』といっ

て食べてもらえたので,とてもうれしかったです。(日記よ

り)」嬉しさは,おいしく食べてもらえた感謝の気持ちになり,

帰りの会で『クラスの宝物』として発表していた。

『天下一品タイム』(食事タイム)の時,プログラムにない

出し物が始まった。両クラスからパントマイムやクイズが出

され,話したいけどどうしたら…と思っていた子どもたちも,

笑顔を交わしあっていた。

招待者がいることで,活動がより生き生きとしたものに

なったと言えよう。

(7)楽しかったね

パーティー後の振り返りでは,養護さんといっしょにできて楽しかった。おいしいと言ってもら

えて嬉しかった。こんな料理が作れてパーティーができたなんて自分たちはすごいと思った。など

いろいろな思いがとびだした。このパーティーを自分たちだけでやり終えて,満足感と達成感をも

つことができたと言える。以下は,1年生の日記である。

きょう, 1 じかん目か ら3 じかん目までわ くわ くパーテ ィ†があ りました。つ くるのがたの し

か ったです。 ようごさんが, なんかいも 「おい しい よ。 おいしいよ。」とい って くれたので, うれ

しかったです。いつかまた, わ くわ くパーティーをするときは, 「N のおね えちゃんみたいにじょ

うずにつ くろ う。」 とお もい ました。
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きょう,わくわくパーティーがありました。さいしょに,どうぐをあらいました。つぎに,K

くんとIのおにいちゃんが,キャベツをきりました。Yのおねえちゃんとわたしで,ニンジンを

みじんぎりにしました。たのしかったです。…みんなであじみをしたらとてもおいしくてうれし

くなりました。…こんどは,ほかのメニューにもちょうせんしたいです。
」____一一__

どの班も,2年生が自然にリードし,分担し合い協力し合って調理をしていたので,2年生がよ

いお手本となり,よい目標になったのである。また,パーティーに来てくれた養護さんに,1枚で

もベーコンを売ってくれたお肉屋さんに,お米を送ってくれたMさんのおばあちゃんに…ありがと

うと言いたいという気持ちがもて,お礼のお手紙を書くことになった。

3　おわりに

本実践の授業仮説は,「話し合い活動の中で自分たちのしたいことを選択するならば,最後まで意

欲をもって活動に取り組むであろう」であった。

低学年の子どもたちだけで行える調理活動を考えて,導入で,ホットプレートと50円を提示した。

作りたいものの中から作れそうなものを自分たちなりに考えて選択していた。この時フレンチトー

ストを作りたかったM子は,話し合いでチャーハンを作ることになった。自分のしたかったことと

は違ってしまったのである。そこで,M子の以後の活動に注目していった。M子は,雪の結晶(ティッ

シュ)入りの風船(ビニール袋)をプレゼントにすることを考えつき,家に持ち帰ってまでマット

を作った。また,値段調べでとてもお金が足りないことが分かって,田舎から送ってもらったお米

を使うことを提案した。自分たちのしたいパーティーのために,その時々で考え,もっとすてきな

ものOより良いものはないかと工夫を凝らし,意欲的に自分の活動として取り組んでいったのであ

る。

他の子どもたちも,自分で飾り用の折り紙を持ってきたり,少しの空き時間でも見つけて作った

りと,準備の活動から積極的に取り組んでいた。「早くパーティーになるようにおまじないをかけま

した。」と言うほど待ち望んでいたパーティーを終えて,自分たちだけでやりとげた達成感を十分に

味わうことができた。この達成感は,買い物や調理といった自分たちだけでは無理かもしれないと

いう少し高いハードルをとびこしたから生まれたものであり,喜んでくれた養護さんたちのおかげ

でよりいっそう高まったと言えるであろう。「もっと～してほしい。」と考えがちだった子どもたち

が,自分たちの活動を支えてくれた人々への感謝の気持ちをもてたのが,この活動の大きな収穫で

ある。

これからも,わくわく楽しい活動の中で,考え,自分なりに活動し,振り返り,次の活動へと続

いていくような実践を重ねていきたい。
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